
2014年度総合診療研修
於：中国医科大学

研修期間：2014.9.1∼9.27
公益財団法人 日中医学協会



 研修日程：2014年9月1日∼30日
 研修地点：中国医科大学 本校キャンパス
 受講者 ：河北省・甘粛省・新疆ウイグル自治区・

 寧夏回族自治区・河南省・

 青海省二級病院及び衛生服務中心の医師
 研修内容：「全科医学理論与循証実践」のテキストを
 中心に一部参観を含み実施

総合診療研修



総合診療研修

開講式 日比理事 開講式 受講生



于暁松副院長の講義

受講生と日比教授

総合診療研修
9月１日 午前

于暁松教授
「全科医学概述与全
科医学教育」

日比紀文教授
「日本の総合診療医
のサービスモデル」



           2014 年度研修報告書     

 

昨年の研修の成功事例を基に研修を実施し、研修内容には調整

を加えた。今回の研修は基層医師が診療の過程で遭遇する問題に重

点的に解説を加えた。結果、講義内容が実用的で応用力あるものと

なり、受講生に好評を得た。具体的な状況は別表を参照。 

            

                    研修の具体状況一覧 

研修機関 中国医科大学 

時間 2014年 9月 1日～９月 28日 

内容 全科医師(総合診療)リーダー研修 

実施組織 中国医科大学及び第一附属医院はこの研修を重視し、中国医

科大学校長で、同学会理事長である趙群氏が開幕式に出席し

挨拶を行った。第一附属医院の副院長であり、総合診療科の

主任である于暁松教授が研修全行程の講義及び管理に関与

し、総合診療科が教材の編集及び受講生の生活面の支援を行

った。 

講師陣の状

況 

中国医科大学の総合診療科が責任を持ち、臨床の部分は各科

に講義の依頼を行った。慶應義塾大学医学部の日比紀文教授

が特別講演を行った。 

教材の状況 基本的には高等学校総合診療の教材を在使用し、講師が作成

した教材を受講生に配布した。 



 

注目すべき

活動 

1. 受講生の経験・知識がまちまちであるので、研修に求める

需要も多様化している。受講生の多様な需要に応え、研修

効果を高めるため、研修開始前に受講生の意見を聞く討論

会を実施した。討論の結果を基に、講師と内容を調整し、

研修の重点を受講生が日常業務で遭遇する悩みと問題に

置いた。すべての講師の講義において、なるべく実例を示

しながら行うこと、簡単な言い回しで話すことを心がけ、

受講生に好評であった。 

2. 研修期間中、何度も受講生を社区医院の参観及び実習さ

せ、実践と学習を組み合わせた結果、良好な研修効果を挙

げられた。 

3. 研修期間中、当地の社区の総合診療医と受講生が討論し、

総合診療の知識と技能の取得以外に、自分の所在地区以外

の総合診療の実施状況への理解を得た。 

提案及び改

善点 

1. 当地の社区病院での見学、実習を増やしてほしい旨希望が

あった。 

2. 更に多くの総合医療の知識を継続的にネットで取得した

い希望があった。 

 



           2014 年度培训活动总结     

 

本次培训在总结去年成功经验的基础上，又对培训内容做了调

整。本次培训主要针对基层医生在诊疗过程中经常遇到的问题进行了

重点讲解，授课内容十分实用、操作性很强，受到了学员的好评。 

具体情况见附表。                            

                    培训班的具体情况一览 

培训单位   中国医科大学 

时间   2014 年 9 月 1 日～9 月 28 日 

内容 全科医师骨干人才培训班 

组织实施 大学和第一医院都十分重视本次培训，中国医科大学校长、同

学会理事长赵群校长出席了开幕式并讲话。第一附属医院的副

院长兼全科医学教研室主任于晓松教授全程参与培训的教学与

管理，全科以学教研室的负责编写教材以及学员的生活照顾。 

师资情况 以中国医科大学全科医学教研室教师为主，也邀请部分临床科

室医生授课。庆应大学医学部日比纪文教授应邀做了特别讲演。

教材情况 在使用高校全科医学教材的基础上，又由授课教师编写了讲义

发给学员。 

 

活动亮点 

1.由于学员的专业背景不同，对培训的需求呈多样化。为了满

足学员们的多样需求，提高培训效果，在培训开始前召开了征

求学员意见的讨论会，根据讨论结果重新调整了师资和教学内

容，将培训重点放在解决学员们日常工作中存在的困惑和问题



上。所有授课老师在授课过程中，尽量结合实例进行通俗易懂

的讲解，受到学员们的一致好评。 

2.在培训期间，多次带领学员去社区医院参观见习，让学员边

实践边学习，起到了良好的培训效果。 

3.在培训过程中，还邀请当地社区全科医生与学员们进行讨论，

使学员们除了学到全科医学的知识和技能外，还增加了学员对

所在地区以外的全科医学的应用情况的了解。 

建议或 

改进之处 

1.学员希望多增加去当地社区医院见习的时间。 

2.学员希望能把更多的全科医学的知识放到网络上，今后可通

过网络继续学习。 

 



                2014 年度研修活動まとめ     

 

    多くの関係者の努力で 2014 年度の研修は無事に修了した。 

当病院はこの研修を非常に重視し、昨年実施の基礎の上に多くの受講生の

意見と提案を受け研修日程を改善し、研修内容は豊富に、実用性を高めた。 

当院の国際合作司をリーダーに医療改革委員会、医療発展部、情報技術管

理部及び関連臨床科室が互いに協力し合い、研修の組織業務はよくでき、受講

者の好評を得た。 

総体的には、今回の研修は目的が明確で授業内容と受講者の専門性のマッ

チングが良くできていたので、受講生には大きな成果となった。 

受講申し込み状況、研修状況を見ると、基層医療関係者の全科研修(総合

診療研修)への需要はとても高いが、受講生の経験・知識は一定でなく、求め

る物も多様化している。講義内容は概ね受講生の要求を満たしたかについて継

続的に考察する必要がある。来年度募集を行うときは、専門性の背景(経験・

知識等)について明確な要望を提出してもらう必要がある。 

 

                        研修の具体状況一覧 

   中日友好医院 

月日   2014 年 11 月 17 日～12 月 12 日 

内容 全科医師リーダー研修 

実施組織 当院は研修を非常に重視し、王雲亭副院長が講義と管理

を受け持つ、当院国際合作司が受講者の教育と生活の支

援を行った。 

講師陣の状況 中日友好医院の各診療科の経験と理論基礎に基づき、経

験豊富な主任医師、もしくは臨床のリーダーである医師

は講義を行った。 

教材の状況 開講前に教材を編集し、受講生に配布した。 



注目すべき成果 1.基層の医師の実際の業務の需要に応えるため、研修班

は数か月に渉って綿密に準備を行い、各部と調整しあい、

各基層医師の実際の状況を考慮した。講義内容は医師が

興味がある臨床、医療技術科の知識を基本的に網羅した。

講師陣は当院の臨床経験、基礎理論の確かな医師が担当

したので、受講生は系統的に知識を得ることができた。 

2.研修機関中、院内での講義以外に当院の遠隔医学セン

ターを通して新疆ウイグル自治区克拉瑪依市第二人民医

院、内蒙古自治区海拉区人民医院、内蒙古自治区赤峰宝

山医院、陝西省神木県人民医院、陝西省府谷県医院、陝

西省楡林市第一医院等多くの地方の基層医院で実況放送

を行った。 

3.当院の研修センターは東湖、亜運村、東風邪、孫河な

どにも向けて講義を行った。当院での受講者にとって益

があったのみならず、全国の多くの基層・社区医院の医

療関係者が全科医師(総合診療医)の知識を関連技能を学

び、日中笹川医療協力プロジェクト全科医師リーダー研

修の影響力と貢献度も向上した。 

提案及び改善点 1.更に臨床実践プログラムを増やしてほしい。 

2.プログラムは更に多くの地方石の要求に応えられるよ

うにし、この上で理論と実践の結合を行って行く。 

3.臨床見学の機会を増やしほしい。 

 

 



                2014 年度培训活动总结     

 

    经过多方的一致努力，2014 年度的培训工作圆满结束。 

医院十分重视培训活动，在去年培训班的基础上，听取了很多学员的意见和

建议，完善了培训课程，培训内容丰富多彩、实用性强。由医院院办国合办牵头，

医改和医疗发展部、信息技术与管理部以及相关临床科室相互协作，在培训的组

织工作方面做的十分出色，受到了学员的一致好评。 

总体而言，本次培训目标明确，授课内容与学员的专业契合度较高，学员反

映很好。从报名情况和培训情况看，基层对全科培训的需求很高，但因学员的专

业背景不同，需求呈多样化，授课内容多大程度满足了学员的这种需求有待继续

考察。明年发招收通知时，对专业背景要提出更明确的要求。具体情况见附表。 

                            

                        各培训班的具体情况一览 

   中日友好医院 

时间   2014 年 11 月 17 日～12 月 12 日 

内容 全科医师骨干人员培训班 

组 织 实

施 

医院高度重视，王云亭副院长督导教学和管理，由院办国合办负责学员在教学和

生活方面的照顾。 

师 资 情

况 

全部由中日友好医院各临床科室临床经验和理论基础扎实的主任医师或临床骨

干医生承担。 

教 材 编

写情况 

开班前编写教材发给学员 



培 训 活

动 的 亮

点 

1.为切实满足基层医生的实际工作需求，培训班经过几个月的精心筹备和认真组

织，并结合各个基层医院的实际情况，课程设计基本涵盖了医生们比较关注的各

个临床、医技科室的知识，讲师团队由我院各个科室临床经验和理论基础扎实的

医生担任。教师理论基础雄厚，学员普遍反映学到了系统的知识。 

2.在培训期间，在我院进行的授课还通过远程医学中心，向新疆维吾尔自治区克

拉玛依市第二人民医院、内蒙古自治区海拉区人民医院、内蒙古自治区赤峰宝山

医院、陕西省神木县人民医院、陕西省府谷县医院、陕西省榆林市第一医院等多

家地方和基层医院进行了实况转播。 

3.在我院教学地点进行的授课还面向东湖、亚运村、东风、孙河等社区卫生服务

中心的医联体基层医院，不仅使在我院培训的学习班学员受益匪浅，而且使全国

多家基层、社区医院的医务人员学到了全科医师的知识和相关技能，扩大了中日

笹川项目全科医师骨干培训班的影响力和社会效益。 

不 足 或

改进点 

1.学员反映希望今后多增加临床实践课程。 

2.课程的设置还应多征询地方医师的需求，在此基础上，力争做到理论与实践相

结合。 

3.增加学员到临床科室见习的机会。 

 

 


